
  

５月を迎え、少しずつ日が長くなり、夕方、医院の戸締の際にふと空を見上げると、三上山がまだ明るい空を

背にくっきりと目に映ります。昼間の気温が 25℃を越える夏日が増え、初夏に近づいているようですが、朝と

夜はまだ肌寒く、長袖の部屋着が手放せずにいます。毎朝テレビで見る天気予報の気象予報士の方が、「朝と夜

は是非厚手のものを羽織ってくだい」と話される日が先月末から時々あり、例年に比べて今年は一日の寒暖差が

大きいように感じます。気温や気圧の変化で、体調が崩れやすくなりますので、皆様、お気をつけください。 

先月の 4 月 13 日から 10 月 13 日まで、大阪・関西万博＜2025 年日本国際博覧会＞が、大阪市夢
ゆ め

洲
し ま

地区

で、「いのち輝く未来社会のデザイン」をメインテーマに、「いのちを救う、いのちに力を与える、いのちをつな

ぐ」をサブテーマに、世界 158 カ国と国連などの国際機関 9 機関、日本企業や団体なども参加して開催されて

います。日本を含めて現在日本が国家として認める国の総数は 196 とされているので、世界中から大半の国々

が今回の万博に参加して、半年の長期間にわたり、巨大な木製のリングで囲まれた一つの会場内で、協力し合っ

て開催していることは大変感動的であり、コロナ禍で世界中の人々の往来が止まった頃を思い出すと、今回の大

規模な万博が開催出来ることは、時は確実に進み、世の中が急速に変化している証のように思えます。 

国内での大規模な万博の開催は、１９７０年の大阪万博（吹田市）、２００５年の愛知万博（愛・地球博）に

続き、今回の万博で３度目となりますが、幸いにも、私はこれまでの２つの万博にも参加したことがあります。

昔の大阪万博の当時は、私はまだ幼稚園に通園していて、大勢の大人の列に押されながら、太陽の塔やソ連館、

ガスパビリオンなどに数回通った記憶があり、「人類の進歩と調和」をテーマに、１８３日間にわたり、世界か

ら７６カ国、４国際機関、その他（香港、アメリカ、カナダ、ドイツの都市など）が参加して、現在のライフス

タイルを予見するかのような内容の展示だったそうです。現在還暦を迎えて体力もやや衰え、戦争などの世界情

勢の複雑化、物価高と円安が重なり、これからは遠い国への旅行は夢物語のようですが、その代わり、今回の万

博に行くことで、関西にいながら世界旅行の雰囲気を、遠い国々の空気を満喫できそうなので、期待しています。 

きた歯科だより 
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～Vol.180 あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



  



   


